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1．緒言 
摂食・嚥下障害患者は通院が困難な場合が多く、精査のうち最も優れているとされる嚥下造影検査（VF: 

Videofluorographic Swallowing Study）を受ける環境が得づらい。しかし近年では嚥下内視鏡（VE: Videoendoscopic 
Swallowing Study）を訪問診療に利用した報告が散見される。VFとVEで誤嚥の有無を評価した場合に、その結

果は高度に一致するとの報告は複数見られるが、実際に適切な食物形態を設定する場合には、誤嚥のみならず咀

嚼や食塊形成の評価も不可欠である。以上の背景より、VEを用いて、咀嚼や食塊形成の状態を評価することが

可能かどうかを検証した。  
2.対象・方法 

①食塊形成を評価する際のVFおよびVEによる評価の比較 
 摂食・嚥下障害に関する訴えがあり、かつ VF および VE にて咀嚼が必要な食品を用いて検査を行った 20 名

の患者を対象として、VF による食塊形成能、および VE による食塊形成能を評価して、それらの関係性を検討

した。 
②咀嚼力判定ガムを用いた評価とVEの比較 
 重度の咽頭期障害を認めず、何らかの準備期もしくは口腔期障害が疑われ、VEによる評価が必要と判断され

た患者 18 名を対象として、通常の米飯および、緑色の食紅を混入して炊いた米飯をそれぞれ 5g ずつ摂食させ、

VE で食塊形成能を評価した。その後、、咀嚼力判定ガム XYLITOLⓇ（以下ガム）を咀嚼させたのちに回収し、

試料の色調の変化を測定してVEで得られた定性的な評価との関係性を検討した。 
3．結果・考察 
①食塊形成を評価する際のVFおよびVEによる評価の比較 
 VF およびVE のそれぞれの評価結果の整合性をSpearman の相関係数にて検討したところ、VF による食塊形

成の評価と VE による粉砕度、集合度、混和度のいずれの評価も有意な相関がみられた。誤嚥の有無を判断す

る精度のみならず、食塊形成の能力を総合的に判定する場合にも、VFとVEの評価の結果は高度に一致す

ると考えられた。 
②咀嚼力判定ガムとVEによる評価の比較 
 ガムを咀嚼した結果と、VEの評価結果との関係をみるために、粉砕度、集合度、および混和度が増加

するごとに、ガムの結果が変化するかをKruskal Wallis 検定を用いて検定した。粉砕度が上がるごとに色

調の変化が確認されたが、食塊の集合度や混和度との関係性はみられなかった。 
食塊形成は口腔内で行われると考えられてきたが、固形物摂取時には、食塊形成は咽頭においても行わ

れる。VEによる咀嚼の評価は、咽頭に送り込まれた食塊の状態を評価しており、ガムによる評価は口腔

における咀嚼の状態の評価である。よって、今回の結果からは集合度や混和度とガムの評価には関係性が

見られなかった。しかし粉砕は咽頭で行うことはできないため、VEによる粉砕度の評価とガムの評価に

は乖離が見られなかった。 
5．まとめ 
VFによる食塊形成の評価とVEによる粉砕度、集合度、混和度の評価には強い相関がみられた。また、咀嚼

力判定ガムの評価とVEの粉砕度の評価には有意な関係性がみられた。以上より、VEは誤嚥や咽頭残留のみ

ならず、咀嚼や食塊形成の評価に有用であると考えられた。 
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